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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 野井村絵図 のいむらえず（恵那市三郷町野井１９８７番地２）】

　三郷町野井区所蔵の村絵図は、正保２（１６４５）年と推定
されるもの、天保年中のもの、明治維新時のものの３点があ
る。その中で、正保２年の村絵図は、岐阜県下で現存する最
も古い村絵図である。
　寛永１９（１６４２）年頃から承応年中にかけて、岩村藩（丹
羽氏藩主時代）は村検地を展開していることから『正保２年

細かな地名まで豊富に記入されている

美濃国絵図』作製時に、岩村藩が作製したとも考えられてい
る。また正保２年の翌年に、野井村は丹羽家岩村城主初代の
氏信の三男氏春（権兵衛）が千石分地されて旗本となり、野
井村全村が氏春の所領となった。村の地理的状況などが詳し
く書かれているのも、このことに関係があるのかもしれない。

本図の特色の一つは、村の家（茅
かや

葺
ぶ

き）、田、畑、道、川、山、宮など、村の地理的状況と山地、
谷の地名が詳しく記入されていることである。後の２点の村絵図と合わせて、江戸時代の
村落の変化が分かる貴重な歴史資料である。

農村景観日本一と称される岩村
町富田地区の朝。富田地区は「第
７回日本のむら景観コンテスト」
集落部門で農林水産大臣賞（最
高賞）を受賞しています。

富田地区の朝焼け

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

岩村町　松下勝利さん

次号は

１０月１５日号

発行日は

１０月１５日㈭です

広報えな No.２５２
２０１５年（平成２７年）

１０月１日発行

『広報えな』１０月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．６円（税込み）です。

撮影地：岩村町富田

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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